
１　経済動向に係る企業等の声（7-9月期）

 

地域の経済動向（令和6年7-9月期）
《道央（空知・石狩・後志・胆振・日高）地域》

【建設業】 

・ 非常用発電機関係や太陽光発電関係の問い合わせがかなり増えており、今後の業績向上が見込める。

（建設業） 

・ 慢性的に人手不足。工業高校の電気科からの入社希望がなくなり、職員も高齢化しており、人材的

にかなり厳しい状況となっている。（建設業） 

・ 量販店をメインに店舗リニューアルなどを手がけており、業績は伸びている。ただ、常に人手不足

であり、店舗のリニューアルは深夜に行うことが多いこともあり、工事作業員の負担が大きい。（建

設業） 

・ 事務職の応募はあるが、資格職はなかなか応募がない。資格職は複数の就職サイトに登録している

が、大手事業者に人を取られていると感じる。（建設業） 

 

【製造業】 

・ チョコレートを製造しているが、カカオ価格が急激に上がった。価格転嫁が追いつかないほどの水

準になっている。(菓子製造業)  

・ 洋菓子事業では、鳥インフルエンザの影響で卵不足となり、供給制限による生産となったことで、

売上げ及び収益の確保が厳しかった。（菓子製造業） 

・ 菓子は販路拡大により売上が伸びている一方で、物価高のため材料費は約 5 割上昇している。しか

しながら、顧客離れが懸念されるため、材料費の高騰分を価格転嫁できていない。（菓子製造業） 

・ 洋酒の製造を行っているが、近年のブームや海外の賞を受賞したことにより国内外の受注好調。(酒

類製造業)  

・ コーヒー市場は需要が比較的安定しており、当社のコーヒー製造・販売量も増加している。昨年か

らコーヒー豆の仕入価格は円安により上昇したが、製品価格に転嫁できている。（飲料製造業） 

・ 秋に獲った秋サケを 1年間通して出荷していくのが理想だが、漁獲量が以前の 1/4 になっており、

年明けには在庫がなくなるため、発注はあるものの注文を断っている。値上げについては、ここ１～

2 年で受け入れられるようになってきた。ただ、卸についてはもう少し上げてもらえると助かる。店

舗販売よりもネット通販の方が売れるようになった。店舗事業者からは 1ヶ月に１回程度、少量の発

注だが、ネット通販を行っている事業者からは、ほぼ毎日発注がある。ふるさと納税でもよく出てい

る。（水産加工業） 

・ 漁獲減に伴って仕事量が少なくなり、パート社員は減少している。パートのシフトも少ないので、

今働いているのは金銭的な余裕がある年配者ばかりである。求人は常に出してはいるが応募はない。

現状、人手は足りているが、以前のように秋サケが獲れてきたら人手は足りない。（水産加工業） 

・ ふるさと納税の返礼品として水産加工品の充実を求められたことがあり、ノルウェー産サーモンの

仕入れを検討するため見積を取ったが、値段が高いのとロット数が大きすぎるのであきらめた。今春

はサクラマスが豊漁だったが、本州方面では認知度が低く、ブランド価値が秋サケよりも低い。サク

ラマスでギフト系になる商品開発を行いたい。（水産加工業） 

・ 売上高の９割がスーツケースやバッグなどだが、コロナ禍の売上はそれ以前の２割まで落ち込み、

工場の操業も週２日に削減した。コロナ禍後はインバウンド需要が回復した一方、国内需要は停滞し

ている。（かばん製造業） 

・ 売上のほとんどは墓石であり、中国から原材料である石材を仕入れているが、原材料の仕入価格の

高騰や円安が負担となっている。墓じまいをする家庭が増えており、長期的には墓石需要が縮小傾向

にあるため、遺品整理など事業を多角化していきたい（窯業・土石製品製造業） 

・ 農機具やトレーラーの荷台、除雪機等の売上はいずれも堅調に推移しており、原材料価格の上昇分

を価格転嫁できている。（農業用機械製造業） 

 



・ 今年から大手電力会社へのアルミ線の販売を開始した。アルミの価格は銅の３分の１だが、いずれ

も高騰しているため、製品価格に転嫁している。今後、導入が見込まれる道外の電力会社へ販路を拡

大したい。(非鉄金属製造業)  

・ 生薬素材の製造と保管に電気を使うため、電気代の高騰が課題となっている。原材料を加工の直前

に仕入れるなど、冷凍庫の稼働台数を落とす対応をしている。（医薬品製造） 

・ 人手は足りていないが、募集しても集まらない。関連会社の農園では特定技能の外国人を採用して

いる。（医薬品製造） 

・ 時給を 1200 円に設定し求人を出したところ、容易に労働力を確保することができた。ただし、周辺

事業者の相場観もあり、時給については慎重に設定している。（製造業） 

・ 中途採用も含めて従業員を毎年採用している。製造部門には 30以上の工程があり、これを組み合わ

せて多品種少量生産しているため、従業員の熟練のための教育活動を重視している。具体的には、新

人に月別目標を設定し、概ね 1 年間で一人前になるよう指導している。（製造業） 

・ 従業員は全て正社員。高卒初任給を 20万円以上に引き上げ、さらに新築社員寮を整備し PR してい

るがそれでも応募がない。生産量を維持するため既存社員の残業でカバーしている。（製造業)  

・ 原材料費や燃料費の高騰に伴い、価格転嫁を行ってきたが、今後は人件費の上昇分についても商品

価格への上乗せを検討していかなければならない。（製造業） 

 

【卸売・小売業】 

・ 売上額、売上台数ともに下がっている。売上額に関しては、物価高騰等の原因で、仕入れ値も上が

っているが販売価格にそのまま転嫁することは難しく、結果として売上げ幅が目減りしている。（中

古車販売業） 

・ ガソリン販売価格はガソリン補助金もあり困っていることはないが、エンジンオイルなどの消耗品

の仕入れ価格が値上がりしている。近隣のスタンドの動向もあり、整備料金に転嫁し切れていない。

（燃料小売業） 

・ 付近で大規模な工事があれば、工事現場の重機への燃料配送の需要が見込めるが、近年は近郊で工

事が少ないため燃料需要が少ない。ガソリンスタンドの建物も地下タンクも古くなってきて、修繕に

費用がかかる。地区の人口が減ってしまったので、地区内のガソリンスタンド数が過剰になってい

る。（燃料小売業） 

 ・ 道外からの牧場見学者や、ウマ娘に関心のある家族連れや若い世代が増えている印象であり、来

場者及び売上が共に前年同期比の増加で推移している。（小売業） 

・ 人手不足のため一人当たりの負担が大きくなっており、募集するにも、週末･祝日の勤務の求人だと

応募者が大幅に限られてしまう。夏場の繁忙期は学生アルバイトで乗り切っていたが、人員不足の解

消には至っていない。（小売業） 

 

【運輸業】 

・ 今年度、バスの運転手を採用したこともあり人件費が増加している。また、燃料費も高騰している

が、価格転嫁や経費削減を行っていることから、利益は前年度より増加傾向。貸切バスに関しては小

中学校の修学旅行や部活動の大会、インバウンドの団体などの予約が多く入っている状況。修学旅行

シーズンが終わる７月以降、バスの予約は落ち着いてくるが、札幌などではバス不足となっているた

め、管外からの依頼がある見通し。（道路旅客運送業） 

・ バス運転手を採用したことで、依頼にはなんとか応じられている状態。深刻な人手不足感は緩和さ

れたが、現在もハローワークへの求人を行っているものの、４月以降、応募者はいない。（道路旅客

運送業） 

・ バスの車両は非常に高額であり、老朽車両の更新が課題となっている。タイヤや車両の修繕費も価

格が高騰しており、経営課題となっている。（道路旅客運送業） 

 

【サービス業】 

・ リゾートエリアのホテルなど宿泊施設の新規開業が続いており、同業他社との人手確保の競合があ

る。(宿泊業)  

・ ニセコエリアでペンションを経営しているが、冬場は外国人で常時満室になる。(宿泊業)  



 

（道央） 

・ 人件費や使い捨てのアメニティの価格高騰（15％の値上げ）により経営は厳しい。キャンセル料を

保障する保険を活用している。ネット販売する部屋は価格変動制とし、人件費等の高騰を少しずつ販

売価格へ転嫁している。（宿泊業） 

・ 土曜日は乗馬目的の利用客が多いが、国立公園化による観光客の増加は感じていない。5 月から 9

月の平日は、ビジネス利用客が多く予約で埋まっていたが、人手不足のため毎日３部屋ほど販売でき

ていない。３年前からフロントスタッフの求人をハローワークに出しているが、応募はほとんどない。

外国人材も活用したいが、近隣は家賃が高いため、住宅確保に係る経費を鑑みると雇用する判断に至

らない。人手不足のため、現在ランチ提供を中止しており、売上が下がっている。（宿泊業） 

・ 冬季は夏季の倍の人手が必要になる。夏季は近隣の事業者に声をかけて応援で従業員を出してもら

うなどしているが、冬季はペンションのベッドメイク、飲食店のキッチン、ホールなど各職種で人手

が足りず、人手不足が深刻である。しかし夏季の予約が少ないため、通年雇用は難しい。(飲食・宿泊

業 )  

・ 冬季の人手不足が一番の課題。スポットワーカーの活用も考えたが、どういう人物かわからない人

が現場にいきなり入ることに不安を感じる。 (飲食・宿泊業 )  

・ 冬季に外国人など多くの来客が見込まれるため、今からパート、アルバイトの確保に動き出すが、

地域にそもそも人がおらず、さらにリゾート関連事業者の賃金等が良いため採用困難な見込み。（飲

食業） 

・ コロナ禍後も席数は減らしたままとしており、営業時間に休憩時間を入れたりしているため、飲食

の売上はピークだった頃より 1/3 程度下がっているが、冷凍そばの販売が順調に伸びているため、全

体で売上はそれほど変わらない。冷凍そばは作ったら作っただけ売れるので、今まで売り先に困った

ことはない。町からはふるさと納税の返礼品に出して欲しいと言われているが、製造が追いつかない

ので対応できていない。飲食メニューの料金は、直近では今年の 4月に値上げするなど価格転嫁は出

来ている。蕎麦の原料価格は値上がりしていないので助かっているが、小麦は値上げしている。蕎麦

の製粉は半分程度は自社で行っているが、量がさばけないので残りは委託しているが、委託料は倍近

くに値上げされている。（飲食業） 

・ ウマ娘とコラボした商品の発売やスタンプラリーの影響で売上は好調。同じく、ウマ娘の影響で市

内で製造している菓子の売上げも 10 倍以上となったようで、反響が大きい。馬と触れ合える市内のテ

ーマパークでもウマ娘の影響で通常の４～５倍の売上げのようだ。ただ、仕入れ原価も上がっている

ので、各商品値上げせざるを得ない状況。キッチンカーのイベントやミライフェストは去年も盛況だ

ったため、今年も期待している。（観光協会） 

・ 道の駅内で物販も行っていたが、人材不足により中止した。予算がないため、有料の求人サイトに

登録ができず、無料のサイトで募集をかけているが、１年以上応募がない。キャンプ場はコロナ禍で

急激に客が増加。札幌圏の人が多いが、インバウンドもツアー内容にキャンプを組み込んでいるよう

で、キャンプ道具を詰め込んだ車が何台も来た。「地域の美化・整備」に力を入れてきたが、少しず

つ地域の人に認識されるようになり、忙しくはあるがやりがいは感じている。（観光協会） 

・ 売上、利益ともに昨年同期と比較して大きな増減はない。個人依頼の廃棄物処理の仕事が増加傾向

であるので、この先、業績は少し伸びるのではないかと考えている。主力となる従業員が 60 歳代で高

齢化しているため、若年者を採用して育てていきたいが、うまくいかない。（廃棄物処理業） 

・ 旅行需要が急速に回復し、今後も客数の増加が見込めるが、コロナ禍からの回復に対応する人員確

保が追いついておらず、人手不足が深刻化している。（商工会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【直近の景況感】

２ 道内金融機関から見た地域景況感（7-9月期）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

非常に低調非常に好調 好調 やや好調 普通 やや低調 低調

現在の景況感 次期見通し

総合
生産
動向

消費
動向

判断理由 方向感 判断理由

次期の業況見通しは、卸売業・小売業で「普
通」、製造業・サービス業・建設業・不動産業で
「やや好調」となり、全体の業況判断DIが11.2と
なっていることから、今期の景況感「やや好調」
と変わらないと判断した。

空知信用金庫

今期の業況判断指数（DI）は4.9と前期より6.5ポ
イント上昇し4期ぶりにプラス圏内へ転じた。業
種別に見ると小売業で横ばい、不動産・サービ
ス業で下降し、他の5業種は前期と比べ上昇、の
うち3業種でプラスに転じた。売上高DIは5.9ポイ
ントと前期比0.6ポイント改善したが運輸・卸売業
で上昇、製造・不動産業で下降し、それ以外の4
業種は横ばい。収益DIは△8.1と前期比0.6ポイ
ント下降、運輸・農業で上昇、他6業種はいずれ
も下降した。

来期の予想業況判断指数（DI）は△3.7で、今期
より落ち込みとなる見通し。業種別では、卸売
業・運輸業、農業で横ばい、他の5業種で下降を
見込んでいる。主要指標は、いずれも前年同期
比横ばいだが、経営の問題点として特に人手不
足が上げられており、先行きの不安が反映され
たと推測される。

北海道信用金庫

今期の景気動向調査では、製造業・小売業・
サービス業・建設業で「やや好調」、卸売業、不
動産業で「好調」となり、全体の業況判断DIが
17.1となっていることから前期同様、「やや好調」
と判断した。

北空知信用金庫

北門信用金庫

伊達信用金庫

サービス業（自動車修理販売関連）のみの改善
が見込まれ、その他の業種は横ばい・悪化と見
込んでいる。全体的なDIも8.9ポイント悪化する
見通しであることから「下降傾向」と判断した。

景気動向調査の結果、業況DIが10.3ポイント低
下する見通しであることから「下降傾向」と判断
した。

物価高騰、人手不足等の影響で収益確保につ
いては当面は難しいものと判断している。

当金庫の景気動向調査によると、生産動向は総
じて悪化し、消費動向は卸・小売業（食料品販
売）とサービス業（その他）では改善がみられる
が、前期改善した卸・小売業（衣料品販売）と卸・
小売業（その他販売）・サービス業（自動車修理
販売関連）は悪化している。夏期の猛暑や南海
トラフ地震発生への警戒感が高まったことなど
から米価が急騰したこと、また、人手不足や物
価高騰の影響は今なお続いていることから、総
合景況感は「やや低調」と判断した。

景気動向調査による業況DIは、前期と比較して
17.8ポイント改善したが△2であり「普通」と判断
した。
生産動向について、製造業で業況DIが改善して
おり「普通」、消費動向については、小売業及び
サービス業で業況DIが改善したことから「普通」
と判断した。

サービス業は前期から変わりなく、観光客の予
約状況も好調に推移している。
製造業は依然として原料高騰が収まらず、収益
低下に繋がっている。
建設業は期初から公共、民間工事は順調に推
移であり、例年並みの受注確保を見込んでい
る。
全体的に業況は回復傾向にあるが、物価高騰
による収益低下の影響は前期から変わっておら
ず、「普通」と判断した。



【景況感の推移】

R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

北海道信用金庫

R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ

空知信用金庫

北空知信用金庫

北門信用金庫

伊達信用金庫

苫小牧信用金庫

室蘭信用金庫

日高信用金庫

苫小牧信用金庫

室蘭信用金庫

日高信用金庫

同調査によると、次期については良いとする企
業15.1％に対して、悪いとする企業は30.7％、DI
は△15.6。今期実績に比べ5.8ポイント後退の見
通しとなったが、後退幅は僅かであり景況見通
しは「変わらない」と判断した。

業種別に見て、製造・卸売業で漁業関係での不
漁の影響が出ており、建設業でも建築資材高
騰の中、新築の注文数が伸びないなど業況の
悪化や横ばい、マイナス水準で推移を見込んで
おり、「下降傾向」と判断した。

来期の予想業況判断DIは△14.6と､今期実績
(△12.3)比2.3ポイント下降の見通しとなった。業
種別に見ると製造業が上昇､建設業､小売業､
サービス業が下降､卸売業は横ばいとなり､総
合的な景況見通しは｢変わらない｣と判断した。

今期の景気動向調査によると、業況判断指数は
良いとする企業20.1％に対して、悪いとする企業
は29.9％、DIは前期から6.2ポイント改善し△
9.8。前期低迷していた小売業・サービス業で改
善の傾向が見られ、景況感の総合評価は前期
の「やや低調」から「普通」と判断した。
また、生産動向については前期同様「やや低
調」、消費動向については市部を中心に改善傾
向にあり、前期の「やや低調」から「普通」と判断
した。

全業種のDIは前期比プラス13ポイント上昇しプ
ラス水準まで回復したため「やや好調」と判断し
た。業種別について全業種でDIに上昇が見られ
たが、小売業のみマイナス水準で推移する結果
となった。小売業・製造業では売上も伸びている
が仕入価格も高騰し利益率が上がらない現状
と、これから冬場の繁忙期に人手不足の状況に
あり、生産動向・消費動向ともに「やや好調」と判
断した。

・今期の業況判断DIは△12.3と､前期比4.8ポイン
ト上昇した｡業種別のDIは､製造・建設・卸売業が
上昇､小売・サービス業が下降し､「普通」と判断
した｡生産動向は製造業で､前浜の水揚げ減少
から､水産加工会社の原材料不足が深刻となっ
ており「低調」と判断した。
・業種別の業況判断DIは､製造業△28.5(前期△
40.0)､建設業△0.0(同△17.5)､卸売業△0.0(同△
25.0)､小売業△13.1(同7.6)､サービス業△10.3
(同3.5)となった。



R6-Ⅲ

３ 業種別の業況感ＢＳＩ（企業経営者意識調査）

R3-Ⅲ R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ

△ 10 △ 30 △ 4 1

R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ

0 0 2 △ 19 △ 4 △ 28

△ 7 △ 2

建設業 △ 13 △ 23 △ 20 △ 12 △ 12 △ 24 △ 6

1 △ 2 6 5 0 △ 4全業種 △ 22

△ 6

△ 21 △ 13

卸売・小売業 △ 16 △ 6 △ 47 2 12 8 △ 2

△ 7 △ 14 △ 17 △ 11 3 △ 8製造業 △ 22 △ 9 △ 36 △ 25 △ 19

△ 4 △ 30 7 4

5 10 △ 9 △ 9 △ 22

19 17 9 10 10 10

△ 13 13

サービス業 △ 30 △ 11 △ 21 0 9 10 12

0 △ 18 10 △ 7 △ 20 △ 10運輸業 △ 16

資料：北海道建設業信用保証（株） 資料：（公社）北海道観光機構

【企業倒産件数と負債総額（左軸：百万円）】 【有効求人倍率（倍）】

資料：(株)東京商工リサーチ北海道支社 資料：北海道労働局

４ 各種経済指標

【新車登録台数（台）】 【新設住宅着工戸数（戸）】

資料：（一社）日本自動車販売協会連合会、（一社）全国軽自動車協会連合会 資料：国土交通省

【公共工事請負金額（百万円）】 【航空機利用による来道者数（千人）】

（右軸：前年同月比（差）：％）

△ 100

△ 50

0

50

R3-Ⅲ R3-Ⅳ R4-Ⅰ R4-Ⅱ R4-Ⅲ R4-Ⅳ R5-Ⅰ R5-Ⅱ R5-Ⅲ R5-Ⅳ R6-Ⅰ R6-Ⅱ R6-Ⅲ

全業種

建設業

製造業

卸売・小売業

運輸業

サービス業

△ 60

△ 40

△ 20

0

20

40

60

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

9 10 11 12 R6.1 2 3 4 5 6 7 8 9
△ 100

△ 50

0

50

100

150

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

9 10 11 12 R6.1 2 3 4 5 6 7 8 9

△ 100

△ 50

0

50

100

150

0

40,000

80,000

120,000

160,000

9 10 11 12 R6.1 2 3 4 5 6 7 8 9

△ 0.60

△ 0.40

△ 0.20

0.00

0.20

0.40

0.60

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

9 10 11 12 R6.1 2 3 4 5 6 7 8 9

9

15

10

20

10 11

16

12

19

13
11

16

△ 5

0

5

10

15

20

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

9 10 11 12 R6.1 2 3 4 5 6 7 8 9

△ 100

△ 75

△ 50

△ 25

0

25

50

75

100

0

200

400

600

800

1000

1200

9 10 11 12 R6.1 2 3 4 5 6 7 8 9


